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令和５年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅱ 
２ 第３学年 

 

Revised BIG DIPPER 

English Communication Ⅱ 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、ペアワークを取り入れながら、読む・聞く・書く・話すの４技能をアクティブに

更に伸ばすことを目標とする。聞いたり読んだりした内容を基に、正確な英文を用いて大意をつかんだり、情報や考え

などについて、話したり書いたりする言語活動を多く行う。積極的な授業参加が求められる。 

・英文を読んでいく上で不可欠な語彙力や文法力については、実際に英文を書いたり、英語で発表するということを

意識して学習し、自分で使える英語を身につけていく必要がある。常に「英語を使う」ことを意識した姿勢が大切であ

る。 

・音読は、リズムや発音・アクセントに気をつけて、読み、話す力をつけるだけでなく、同時に聞くことにも注意を向けて

練習することによって、全般的な英語力がつく大切な学習法の一つである。意味を考えながら読み、聞いている人に

きちんと伝わるように心がける必要がある。 

   

 

２ 学習の到達目標：（CAN-DO リストの該当学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目と主な教材（教科書以外で使用する教材一覧）： 

「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ」（２単位）PATHFAINDER 発展編 

TACTICS 10 

PATHFAINDER 標準編 

英語長文演習 View Point Basic 英文読解の着眼点 15 

         「英語表現Ⅱ」（２単位）     Next Stage 英文法・語法問題 4th Edition Best Trainer 

                               英文法強化 演習 New Frame 650 New Edition 

「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ」（２単位）NEO 現代を見る Approach 

「英語読解演習」（２単位）    Front Runner 1 

「英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ演習」（２単位） 「スクリーン・イングリッシュ」（２単位） 

「留学のための英語」（１単位） 「実用英語」（１単位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



               

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイント 

 ネーションな  

  ど、英語の音声 

   的な特徴に注意

して話すことが

できる。 

・自分が経験した 

ことや将来の夢・ 

希望について、前

もって準備した

メモを見ながら

発表できる。ま

た、相手の情報を

得る簡単な質問

ができるように

なる。 

・身近なトピック 

（時事的なこと等） 

について短い英

文で自分の意見

を言えるように

なる。 

コミュ英語Ⅱ 

・T or F 

・インタビュ

ーテスト 

・音読、暗唱テ

スト 

・Ｑｕｉｚ 

 

コミュ英語Ⅲ 

・グループ 

ワーク 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・グループワ

ーク 

・簡単な日本語

の文を正しい英

語で表現するこ

とができる。更

に、身近な話題に

関する自分の考

えを、基礎的な単

語・イディオム・

つなぎ言葉を用

いて複数の文で

表現できる。 

コミュ英語Ⅱ 

・定期考査 

・トピック英

作（準 2 級程

度） 

・Ｑｕｉｚ 

・ディスカッ

ション 

 

コミュ英語Ⅲ 

・定期考査 

・副教材によ

る課題 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・トピック英

作 

 

・はっきりと話され

れば、身近なトピ

ックについて短い

ニュースの要点を

聞き取ることがで

きる。 

・はっきりと話され 

る説明やガイドな 

どのアナウンスを 

聞いて、いくつかの 

情報を聞き取るこ 

とができる。 

コミュ英語Ⅱ 

・インタビュー

テスト 

・Ｑ＆Ａ 

・Ｑｕｉｚ 

 

コミュ英語Ⅲ 

・リスニングテ

スト 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・リスニングテ

スト 

 

・難しい部分を読 

み返すなどしな 

がら、よく知っ 

ている分野の説 

明書や記事など 

を詳しく理解す 

ることができ 

る。 

・小説などを読 

み、背景を踏ま 

え事実関係だけ 

ではなく、登場 

人物の気持ちな 

どを把握し、気 

持ちに応じて適 

切な速度や声の 

調子で音読する 

ことができる。 

コミュ英語Ⅱ 

・ 定期考査  

・Ｑ＆Ａin 

 Japanese and 

English 

・夏休み・冬 

休み課題 

考査 

・音読、暗唱 

テスト 

 

コミュ英語Ⅲ 

・定期考査  

・副教材によ

る課題 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・重要例文 

について 

の Quiz 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 コミュニケーションへの

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての知識

理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに関

心を持ち、積極的に言語

活動を行い、コミュニケ

ーションを図ろうとして

いるかを的確に評価でき

る方法で実施。 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書く

こと」の到達目標を

的確に実施できる方

法で実施。 

CAN-DO リストによる

「聞くこと」「読むこ

と」の到達目標を的

確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての

知識を身に付けているとと

もに、その背景にある文化

などを理解しているかどう

かを的確に評価できる方法

で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8  

 

What is the 

True 

Meaning of 

Mottainai? 

  (７時間) 

 

・「割り箸」

「レジ袋」「再

生紙」につき、

常識と思われ

ている考えに

つ い て 考 察

し、客観的に

考えることの

重要性につい

て考える。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・環境に良い／悪い

と一般的に言われて

いる事柄について、

知っていることや思

っていることを発言

しようとする。 

・本文を読んだ後

に、ペアワークを通

じて自分の意見を言

ったり、相手の発表

をしっかり聞こうとす

る。 

・本文の内容について

英問英答や，知り得た

情報の英語による説明

ができる。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ペアワークの成果を

クラスで発表する。 

「外国語表現の能力」 

・進行形の受動態、

省略、形式目的語

it、現在／過去完了

進行形を用いて、正

しい文を書くことが

できる。 

・本レッスンの内容

についての英問に

対して英語で答えを

書くことや，知り得た

情報を英語に直して

書くことができる。 

・進行形の受動態、省

略、形式目的語 it、現在

／過去完了進行形を使

って，指示にそった適切

な英文を書くことができ

る。 

 

・ 授 業 プ リ ン ト の

“Summary”をパート

毎 に 出 題 し 、

“Summary”を書か

せることにより、単元

の目標を達成できて

いるか判断する。 

「外国語理解の能力」 

・本文の英語を聞い

て、理解することが

できる。また、正しく

発声することができ

る。 

・本レッスンの内容

についての英問や

英文を聴いて，内容

を正しく理解する。 

・マータイ氏が感動した

「もったいない」の真の意

味を理解する。 

・レジ袋やエコバッグの

原料や環境への影響を

理解する。 

・再生紙の古紙利用割

合と環境への影響を理

解する。 

・ディクテーションテ

スト及び音読テストの

実施により単元の目

標を達成できている

か判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・進行形の受動態、

省略、形式目的語

it、現在／過去完了

進行形の用法を理

解している。 

・「環境によい」と

言われている行動

や考えにつき、科学

的・客観的に検証す

る方法について理

解する。 

・進行形の受動態、省

略、形式目的語 it、現在

／過去完了進行形を適

切な場面で使用したり、

文脈で認識できる。 

・言語の使用場面、

働きを意識した定期

テストにおいて、知識

が身についているか

を判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9  

 

Fair Play in 

Sports: 

What is 

“Fair”? 

 (７時間) 

 

・スポーツに

おける具体的

な場面をもと

に、フェアプレ

ーかどうかに

ついて考え、自

分の意見を発

表したり、相手

と議論したり

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・好きなスポーツ選手

にまつわるエピソード

について、知ってい

ることや思っているこ

とを発言しようとす

る。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

をまとめ、ペアワーク

を通じて自分の考え

を言ったり、相手の

発表をしっかり聞こう

としたりする。 

 

・本文の内容につい

て英問英答や，知り

得た情報について

の英語による説明

ができる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取り組

み状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・同格を表す of / 

that, 複合関係代名

詞、倒置、関係副詞

when の継続用法を

用いて、正しい文を

書くことができる。 

・各パートごとの内容

を要約する。 

・ペアで、事前に取っ

たメモに基づきなが

ら、読んだ内容につ

いて自分の考えを書

くことが出来る。 

 

・本文中の表現を他

の表現で言い換えた

り、紙面中の写真・イ

ラスト等を英語で説

明したりすることがで

きる。 

授 業 プ リ ン ト の

“Summary”をパート

毎 に 出 題 し 、

“Summary”を書かせ

ることにより、単元の目

標を達成できているか

判断する。 

「外国語理解の能力」 

・強勢，リズム，イ

ントネーション，区

切りなどに注意し

て音読することが

できる。 

・母音，無音，アク

セント，強弱，抑揚

を意識して音読す

ることができる。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、イメージととも

に音声に注意しなが

らその内容を理解す

る。 

・フェアプレーがどの

ように定義されたかを

理解できる。 

・敬遠や時間稼ぎ、

相手の弱点を攻め

る、対戦相手に情を

かけるプレーに対し

肯定／否定の両方

の意見を理解でき

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・同格を表す of / 

that, 複合関係代名

詞、倒置、関係副詞

when の継続用法を

理解している。 

・フェアプレーに対

するさまざまな立

場からの考え方に

ついて理解してい

る。 

・同格を表す of / 

that, 複合関係代名

詞、倒置、関係副詞

when の継続用法に

ついて，それぞれの

意味や働き，形を理

解している。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10  

 

Floating 

Education 

 

(７時間) 

 

・水害のため

学校に通うこ

とができない

子どもが多い

バングラデシ

ュの状況を変

えた「船学校」

に つ い て 学

び、ネガティ

ブな状況をポ

ジティブな状

況に変えるア

イデアについ

て考える。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・環境や教育の問題

について、知ってい

ることや思っているこ

とを発言しようとす

る。 

・各パートごとについ

て自分の考えや意見

について発表するた

めの英語をメモして

おき、それを参考に

しながらペアで伝え

合う。 

 

・ペアワークにおい

て、互いに協力をし

合いながら、会話を

続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取り組

み状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ 未 来 完 了 、

SVC(C=that-節 )、

無生物主語を用い

て、正しい英文を書

くことができる。 

・各パートごとの内容

を要約する。 

・ペアで、事前に取っ

たメモに基づきなが

ら、読んだ内容につ

いて自分の考えを書

くことが出来る。 

 

・本文中の表現を他

の表現で言い換えた

り、紙面中の写真・イ

ラスト等を英語で説

明したりすることがで

きる。 

授 業 プ リ ン ト の

“Summary”をパート

毎 に 出 題 し 、

“Summary”を書かせ

ることにより、単元の目

標を達成できているか

判断する。 

「外国語理解の能力」 

・本文の英語を聞い

て、理解することがで

きる。また、正しく発

声することができる。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、イメージととも

に音声に注意しなが

らその内容を理解す

る。 

・バングラデシュの厳

しい生活環境が理解

できる。 

・教育を受ける権利

の重要性が理解でき

る。 

・バングラデシュの船

上学校の利点と教育

事情の変化を理解で

きる。 

 

・筆記テストにおいて、

内容理解を問う出題

により、内容理解がで

きているか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 未 来 完 了 、

SVC(C=that-節 )、

無生物主語の用法

を理解している 

・発展途上国の就学

率や、就学率を上げ

る方策について理

解する。 

・ 未 来 完 了 、

SVC(C=that-節 )、

無生物主語の用法

について，それぞれ

の意味や働き，形を

理解している。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 


